小項目評価の主な論点項目に関する検討結果について
大項目１　教育研究等の質の向上に関する目標
	平成24年度計画
	番号
	自己
評価
	委員会
評価
	判断理由・コメント

	地域貢献ナンバーワン大学への取組み
	(35)
～
(43)
	Ⅳ
	Ⅳ
	民間企業等との共同研究・受託研究件数における目標を上回る実績や、地域イノベーション支援を主要な目的とするＵＲＡセンターを設置するなど大阪の産業活性化への貢献や体制強化を図ったとともに、専門職種に関する国家試験の高い合格率を維持し、社会に貢献する人材育成を行っていることは高く評価できる。さらに、積極的に社会人教育や公開講座を展開するなど、地域の教育拠点としての役割を果たしていることからも自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	国際化に関する目標
	(54)～(56)
	Ⅲ
	Ⅲ
	国際事情により学生の海外派遣数は減少したものの、留学生の受け入れはほぼ目標を達成しており、地域の国際交流クラブと連携した「レベル別日本語講座」の受講者数も大幅に増加している。また、「外国人招へい教員事業」や「海外留学支援事業」の実績も伸びていることから今後も国際化の推進が期待されるため、自己評価のⅢは妥当であると判断した。

	地域貢献等に関する
目標（府大高専）
	(77)～(80)
	Ⅳ
	Ⅳ
	共同研究・受託研究の件数をはじめ出前授業や公開講座の開催数も昨年度より大きく増加しており、高専の知識や技術の社会への還元、積極的な地域への貢献が認められる。大阪府立大学だけでなく近隣の大学や商工会議所等とも連携を深めており、自己評価のⅣは妥当であると判断した。


大項目２　業務運営の改善及び効率化
	平成24年度計画
	番号
	自己
評価
	委員会
評価
	判断理由・コメント

	教職員組織の運営の
改善に関する目標
	(83)
～
(87)
	Ⅱ
	Ⅱ
	教員業績評価制度について、試行的に運用したものの処遇への反映は遅れており、また、教員活動情報データベースシステムについても未改修であることから、自己評価のⅡは妥当であると判断した。
なお、難易度の高い教員実績評価制度の処遇への反映に向けた努力は認められることから、今後の展開を見守りたい。


大項目３　財務内容の改善
	平成24年度計画
	番号
	自己
評価
	委員会
評価
	判断理由・コメント

	自主財源捻出に関する目標
	(95)
	Ⅲ
	Ⅲ
	企業に個別訪問を行う等法人寄付の獲得に努力し、寄付金収入が大幅に増加した。また、公開講座の受講料の一部見直しを行ったため、受講料収入についても増加している。これらの収入の増加について年度計画を着実に実施していることから、自己評価のⅢは妥当であると判断した。


大項目５　その他業務運営
	平成24年度計画
	番号
	自己
評価
	委員会
評価
	判断理由・コメント

	教育研究環境の整備に関する目標
	(106)
～
(111)
	Ⅲ
	Ⅲ
	実験装置等の省エネルギー推進ガイドラインの策定や、学生も参加した全学一斉の防災避難訓練を行うなど年度計画を着実に実施しており、自己評価のⅢは妥当であると判断した。また、学生が主体となり作成した「環境報告書」がエコ大学ランキングの主催団体から表彰を受けており、さらなる取り組みの推進が期待される。


資料 ５








